
鶴岡市小真木原野球場（愛称：鶴岡ドリームスタジアム） 

ネ－ミングライツ・パ－トナ－募集要項 

 

この要項は、鶴岡市小真木原野球場（愛称：鶴岡ドリームスタジアム）ネ－ミングライツ事業の内容

及び募集に係る各種手続、資格要件、選定等について必要な事項を定める。 
 

１ 募集の目的 

鶴岡市小真木原野球場（愛称：鶴岡ドリームスタジアム）にネ－ミングライツを導入し、民間事業者

等の支援のもと、新たな財源を確保し安定的・持続的な管理運営を行うとともに、市民へのサ－ビス  

向上及び地域活性化を図ることを目的とする。 

 

２ 対象施設 

鶴岡市小真木原野球場（愛称：鶴岡ドリームスタジアム） 

（鶴岡市小真木原町２－１、平成１１年６月５日開設） 

 

３ 命名の条件 

愛称である鶴岡ドリームスタジアムを含めた名称を入れるものとします。 

※ 名称イメージ例 〇〇鶴岡ドリームスタジアム、鶴岡ドリームスタジアム〇〇等 

 

４ ネ－ミングライツ期間（契約期間） 

令和７年８月１日から令和１０年７月３１日まで（３年間） 

 

５ ネ－ミングライツ料（命名権料） 

ネ－ミングライツ期間における消費税額を除く総額での提案とする。 

募集金額 総額３，６００，０００円以上（消費税抜） 

※月額１０万円（年額１２０万円）を最低金額とする。 

 

６ 納付時期 

ネ－ミングライツ料の納付時期は次の４回とし、各回の納付額は契約に向けた協議の際に決定す

る。 

第１回：令和 ７年９月（令和 ７年度 ８ヵ月分） 

第２回：令和 ８年４月（令和 ８年度１２ヵ月分） 

第３回：令和 ９年４月（令和 ９年度１２ヵ月分） 

第４回：令和１０年４月（令和１０年度 ４ヵ月分） 

 

７ ネ－ミングライツ料の使途 

鶴岡市小真木原野球場の管理運営費用の財源とする。 

  



８ ネ－ミングライツに伴う役割と費用負担 

（１）鶴岡市の役割 

ア ネ－ミングライツ導入時及び契約期間満了時に必要となる、ホ－ムペ－ジ、パンフレット 

や封筒等の更新については市の費用負担で行う。 

イ 市広報・市ホ－ムペ－ジ等で積極的に使用し、また関係者へも使用を働きかけを行う。 

ウ 利用者数などの年次事業報告をネ－ミングライツ・パ－トナ－に行う。 

（２）ネ－ミングライツ・パ－トナ－の役割 

ア 関係者へ鶴岡市小真木原野球場（愛称：鶴岡ドリームスタジアム）の魅力の発信等を積極的

に行う。 

イ 敷地内外の看板等の表示変更（※）及び契約期間終了後の原状回復について、ネ－ミングラ 

 イツ・パ－トナ－の費用負担で行うこととする。なお、敷地外の看板等の表示は、市や関係機 

関と協議の上、変更可能な表示について行うこととする。また、新規看板等の設置等は可否も 

含めて協議し、市が決定する。 

費用負担の区分 
ネ－ミングライツ・ 

パ－トナ－ 
鶴岡市 

ネ－ミングライツ料 ○  

表示取り外し費用（前のパ－トナ－）    ○（※）  

表示取り付け費用（次のパ－トナ－） ○  

契約期間終了後の原状回復費用（前のパ－トナ－） ○  

印刷物等や公式ＨＰの表示変更  ○ 

※初回の募集のみ取り外し費用負担は発生しない。 

 

９ 敷地内に表示看板の設置 

（１）設置する場所 野球場正面入口（マ－カ－部分） 

   看板の規格  看板寸法（最大）：縦 １.５ｍ 横 約４.５ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２）設置する場所 スコアボード下（マ－カ－部分） 

    看板の規格  看板寸法（最大）：縦 ０.５ｍ 横 約２１．０ｍ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 応募資格 

ネ－ミングライツ・パ－トナ－として応募できるものは、法人又は法人格を有さない任意団体であ 

って資力及び信用を備えたもののうち、次のいずれの要件にも該当しないものとする。 

（１）政治活動又は宗教活動を行う団体その他これに類するもの 

（２）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２２号）において規制 

される業種その他これに類するもの 

（３）武器等の製造又は販売に係るもの 

（４）たばこ製品に係るもの 

（５）貸金業に係るもの 

（６）社会問題を引き起こしている業種又は事業者に該当するもの 

（７）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条の規定に基づく更生手続開始の申立てをした 

もの 

（８）民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条の規定に基づく再生手続開始の申立てをした 

もの 

（９）地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４の規定に該当するもの 

（10）国税や市税を滞納しているもの 

（11）暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定 

する暴力団若しくはそれらの利益活動を行うもの又は役員等に同法第２条第６号に規定する暴力

団員がいるもの 

（12）鶴岡市競争入札等参加有資格者指名停止基準に基づく指名停止措置を受けているもの 

（13）行政機関からの行政指導を受け、改善がされていないもの 

（14）その他ネ－ミングライツを取得することが適当でないと市が認めるもの 

 

 

(仮名) ○○鶴岡ドリームスタジアム 



11 ネ－ミングライツ・パ－トナ－のメリット等 

（１）市や鶴岡市小真木原野球場（愛称：鶴岡ドリームスタジアム）の広報物やホ－ムペ－ジ等におけ

る施設名称の記載には、原則としてネ－ミングライツによって決定した通称を使用するものとす

る。なお、通称とともに市が定めている施設名称を併記する場合がある。 

（２）ネ－ミングライツ・パ－トナ－のホ－ムペ－ジ等で、ネ－ミングライツ・パ－トナ－であること

を広報することができる。 

（３）ネ－ミングライツ・パ－トナ－は、当該施設のネ－ミングライツ契約の更新について、優先交渉 

権を有する。 

（４）別途協議して定めるその他の権利を付与するものとする。 

 

12 応募方法 

（１）提出書類 

ア 鶴岡市鶴岡市小真木原野球場（愛称：鶴岡ドリームスタジアム）ネ－ミングライツ・パ－ト

ナ－提案書（様式１） 

イ 企業案内、パンフレット等 

ウ 印鑑証明書（原本） 

エ 法人登記謄本（履歴事項全部証明書）（原本） 

オ 決算報告書（直近３カ年分） 

カ 納税証明書（発行から３カ月以内のものに限る） 

キ 定款、若しくは規約等 

（２）提出部数 

原本１部、副本１２部 

（３）応募期間 

令和７年５月９日（金）から令和７年５月３０日（金）まで 

（４）提出方法 

「17 問合せ先（担当部署）」に記載する担当部署に持参、又は郵送ください。なお、持参する 

場合は休日を除く午前９時から午後５時までとし、郵送等の場合は配達証明郵便としてくだい。 

（５）留意事項 

ア 提案及び契約締結に係る費用については、提案者の負担となります。 

イ 必要に応じ、追加資料の提出をお願いする場合があります。 

ウ 提出書類は返却しないものとします。 

エ 提出書類等は関係機関に意見を聞く目的でも使用することがあります。 

また、鶴岡市情報公開条例に基づき法人の不利益情報を除いて開示することがあります。 

 

13 選定方法等 

（１）審査委員会の設置 

優先交渉権者の特定を行うため、鶴岡市小真木原野球場（愛称：鶴岡ドリームスタジアム）ネ－

ミングライツ・パ－トナ－審査委員会（以下「審査委員会」という。）を設置する。 



（２）審査内容・基準 

次の事項について、選定基準に基づき審査し優先交渉権者を選定する。ただし、一定の基準を満 

たさない場合は、採用しない場合がある。 

ア ネ－ミングライツ取得の目的が募集の趣旨に適合しているか 

イ 施設名称等の提案内容が、施設の目的や特性に適合しているか 

ウ 施設管理上に課題が生じることはないか 

エ 提案金額は妥当であるか 

オ 協力・連携できる事項が優れているか 

カ 地域活性化への寄与が期待できるか 

＜選定基準＞ 

評価項目 評価基準 配点 

応募の理由 ア ネ－ミングライツ取得の目的が募集の趣旨に適合しているか １０ 

通称などの提案内容 イ 施設名称等の提案内容が、施設の目的や特性に適合しているか 

ウ 施設管理上に課題が生じることはないか 

３０ 

提案金額 エ 提案金額は妥当であるか 

・複数の提案があった場合は、提案額が最高のものを１位として３０点

を付与。２位以下は、その提案金額を１位の提案金額で除して算出した

率を３０点に乗じた得点とする。（各々小数点以下第１位を四捨五入） 

３０ 

ネ－ミングライツ・パ

－トナ－として協力・

連携できる事項 

オ 協力・連携できる事項が優れているか 

カ 地域活性化への寄与が期待できるか 

３０ 

合 計 １００ 

（３）審査時期 

審査は６月下旬（予定）に審査委員会を開催し、優先交渉権者及び次点者を決定する。 

（４）審査結果の通知は、提案者に文書で通知するものとする。 

 

14 契約の締結・公表 

審査委員会により選定された優先交渉権者と契約締結に向けた協議を行い、合意が成立した場合は 

速やかに契約を締結するとともに、通称名、ネ－ミングライツ・パ－トナ－名、ネ－ミングライツ料に 

ついて公表する。 

なお、優先交渉権者との協議の結果、契約に至らなかった場合には、次点者と契約締結に向けた協議 

を行う。 

 

15 決定の取消・契約の解除 

ネ－ミングライツ・パ－トナ－に向けた契約締結のための協議中、又はネ－ミングライツ・パ－トナ 

－に決定した後において、応募資格要件を欠くこととなった場合、社会的信用を損なう行為によってイ 

メ－ジが損なわれる場合等、ネ－ミングライツ・パ－トナ－として適当でないと認められるとき、市は 

ネ－ミングライツ・パ－トナ－の決定の取消し及び契約の解除ができるものとする。その場合は、原状 



回復に必要な費用は応募者またはネ－ミングライツ・パ－トナ－の負担とする。 

 

16 その他 

契約を締結したネ－ミングライツ・パ－トナ－は、次回の契約更新の際に優先的に交渉することがで 

きる。その際、必要な資料の提出を求めることがある。 

 

17 問合せ先（担当部署） 

鶴岡市教育委員会 スポ－ツ課 鶴岡市小真木原総合体育館準備担当 

〒９９７－０８２５ 山形県鶴岡市小真木原町２－１（つるしんアリーナ小真木原内） 

電話 ０２３５－２５－８１３１ FAX ０２３５－２５－８１３４ 

電子メ－ル sports@city.tsuruoka.yamagata.jp 


